
 

刈谷田川・五十嵐川・信濃川下流における 
上下流一貫した緊急治水対策の推進 
～H16.7 新潟・福島豪雨への対応～ 

新潟県新潟市、三条市、見附市、長岡市（旧中之島町）他 
 
1.事業の概要 
平成１６年７月１２日～１３日の梅雨前線豪雨（新潟・福島豪雨）により、信濃川下流の支

川刈谷田川(県管理河川)、五十嵐川(県管理河川)では全半壊を含む床上床下浸水約１万棟、浸水
面積約２，５００ｈａにおよぶ甚大な被害を受けました。 
この災害に対し、国、県が連携して上下流一貫した緊急治水対策として、平成１６年度より

直接被害のあった刈谷田川、五十嵐川においては「河川災害復旧助成事業（県）」が、また、同
助成事業により流量増となる下流側の刈谷田川下流部（県）及び信濃川下流(国)においては、
その受け皿確保として「河川災害復旧等関連緊急事業」を、それぞれ実施しています。 
この事業の実施により、今回被害の大きかった三条市、見附市、長岡市（旧中之島町）はも

とより新潟市をはじめとする信濃川下流域全体の治水安全度を向上させます。 
 なお、事業にあたっては、CM 業務の活用により円滑な工程管理を図るとともに、発生土砂の
有効活用によりコスト縮減を図ります。 
 
2.事業の経緯 
 【直轄】 
○平成１５年度 信濃川下流の「緊急対策特定区間」として、約 16km の重点的堤防整備に

着手 
○平成１６年度 新潟・福島豪雨出水により、上記の緊急対策特定区間を含む約 34km の区

間を、信濃川下流「河川災害復旧等関連緊急事業」として事業採択、事
業着手 

 【補助】 
  ○平成１６年度 新潟・福島豪雨出水により刈谷田川、五十嵐川で「災害復旧助成事業」

及び刈谷田川で「河川災害復旧等関連緊急事業」が事業採択、事業着手 
 
3.平成１８年度事業の内容 
 平成２０年度の完成を目指し、平成１８ 
年度は事業用地の取得、築堤、河道掘削等 
を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新潟市大秋地先の築堤現場（H18.1 月） 

現況堤防現況堤防
信濃川信濃川

堤防嵩上げ堤防嵩上げ
現況堤防現況堤防

信濃川信濃川

堤防嵩上げ堤防嵩上げ
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お お こ う づ か ど う ぜ き

大河津可動堰改築の推進 
～著しく老朽化した施設の改築及び流下能力の向上～ 

信濃川水系大河津分水路（新潟県燕市<旧分水町>） 

 

１．事業の概要 

１）目 的 
   大河津可動堰は、信濃川と大河津分水路の分派点に位置し、昭和６年に完成して以来、

洗堰とともに大河津分水の根幹的施設(分流制御施設)として、治水，利水機能等に大きな

役割を果たしてきています。しかし、設置後７０年以上経過し、施設本体の老朽化が顕著

となるとともに、敷高等の影響により流下能力不足が生じており、その抜本的対策が急務

となったことから改築事業に着手しました。 

   新可動堰は、現固定堰の下流約300m地点に建設し、流下能力の向上を図ります。 

  改築にあたっては、景観に配慮した堰構造として日本最大級のラジアルゲートを採用する

とともに、新技術の活用、コスト縮減、環境にも配慮し、事業を推進していきます。 

   

 

２）全体計画 
    堰本体改築 １式、河道掘削 約1,800千m3 等 

２．事業の経緯 

  平成15年度に「特定構造物改築事業」により改築事業に着手。 

平成16年度末までに、河道掘削約110千m3を実施。 

平成17年度に堰本体工の工事に着手。 

３．平成18年度事業の内容 

  平成18年度は可動堰本体改築のために必要な仮締切工、掘削工を推進するとともに、堰に架

かる管理橋の下部工に着手します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

70年以上を経過した大河津可動堰70年以上を経過した大河津可動堰

新堰の完成イメージ 
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信濃川水系芋川における直轄砂防事業の推進
～ 芋川河道閉塞対策工 ～

信濃川水系芋川（新潟県長岡市、魚沼市、小千谷市、川口町）

１．事業の概要

1) 目的

信濃川水系魚野川右支川の芋川は、平成１６年１０月に発生した新潟県中越地震により、

流域内で多数の山腹崩壊や地すべりが発生しました。それに伴い、多くの河道閉塞が発生す

るとともに大量の不安定土砂が河道内に堆積しています。これら不安定土砂の流出による被

害防止を図るため、芋川流域において直轄砂防事業を実施し、地域の復興を支援します。

２．事業の経緯

○平成１６年１０月２３日 「新潟県中越地震」により大規模な河道閉塞が発生

○平成１６年１１月 ５日 「寺野地区 「東竹沢地区」直轄砂防災害関連緊急事業で実施決」

定

○平成１６年１２月１２日 「寺野地区」仮排水路完成

○平成１７年 ２月２０日 「東竹沢地区」仮排水路完成

中越地震による流域内の荒廃により土砂災害の危険性が高いことから、直轄砂防災害関連緊

急事業等により、優先度の高い箇所の砂防えん堤等の整備を実施

３．平成１８年度事業の内容

河道内に大量に堆積している不安定土砂

による土砂災害防止のため砂防えん堤工及

び渓岸保全工等を実施します。

東竹沢地区（砂防えん堤工 （ 年 月）） H17 12

芋川流域 工事一覧

南平地区

楢木地区

竜光地区

東竹沢地区

冷子沢川地区

西願寺川地区

寺野地区

神沢川地区

塩谷川地区 十二平地区

東川地区

芋川担当監督官

破間川出張所

国土交通省
北陸地方整備局湯沢砂防事務所

砂防堰堤 １基

砂防堰堤 １基

遊砂地工（床固工）

砂防堰堤 １基

砂防堰堤 １基 砂防堰堤 １基

砂防堰堤 2基

砂防堰堤 １基

砂防堰堤 １基

砂防堰堤 １基

砂防堰堤 3基

＜担当部署＞
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信 濃 川 水 系 芋 川 流 域 に お け る

直轄地すべり対策事業に新規着手
～ 芋川地区地すべり対策事業 ～

芋川地区（新潟県長岡市、魚沼市、小千谷市、川口町）

１．事業の概要

1) 目的

新潟県中越地震により芋川流域においては、大規模な河道閉塞を含む約３，８０

０箇所を超える斜面崩壊が発生し、甚大な被害が発生しました。昨年は中越地方で

、 。は２０年ぶりの豪雪となり その後の融雪出水等によって流域の荒廃が進みました

これら山腹斜面の土砂移動を防止し、芋川流域における集中的かつ迅速な対策を講

じるため新規に直轄地すべり対策事業に着手し、地域の復興を支援します。

２．事業の経緯

○平成１６年１０月２３日 「新潟県中越地震」により地すべりが多数発生

○平成１７年豪雪による融雪時に崩壊地の拡大

３．平成１８年度事業の内容

直轄地すべり対策事業により集水井工、排水ボーリング工等の地すべり対策を実施

します。

芋川流域における主要な地すべりの分布状況

震災直後 
(H16.10.25) 

融雪後(H17.5.30) 

南平池谷地区（新潟県長岡市） 

【旧山古志村】 

融雪により 
崩壊地の拡大
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鵜川総合内水対策緊急事業に着手 
～ハード・ソフト一体となって内水被害を軽減～ 

鵜川水系鵜川（新潟県柏崎市） 
 

1.事業の概要 
1）目的 

 鵜川の支川横山川は下流の一部が改修済みとなっていますが、その上流部では治

水安全度は 1/2 年に満たない状況にあります。また、横山川と源太川の下流端にあ

る排水機場の排水能力が不足していることもあり、過去 10 年間で 4 回の浸水被害、

特に平成 17 年 6 月 27～28 日の集中豪雨では床上浸水 126 戸、床下浸水 184 戸という

甚大な被害が発生しました。 

このため、平成 18 年度から新規施策として認められた総合内水対策緊急事業にお

いて、当該地域の新規事業化を行い、ハード・ソフト一体で内水被害の軽減を図り

ます。 

 

2）全体計画 

   ハード対策：河道掘削 L=５４０ｍ、排水機場増強 ２箇所、橋梁架替 N=２橋、 

ソフト対策（柏崎市）：内水対策協議会（仮称）設置、ハザードマップ作成、避難

計画の策定、開発行為による流出抑制等 

 

2.事業の経緯 
   昭和２５年度河川改修事業に着手 

   平成１８年度総合内水対策緊急事業に着手 

 

3.平成 18 年度事業の内容 
   実施設計、排水機場増強を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 
    

横山川 改修区間

柏崎市

中野

鵜川（横山川） 

位 置 図 

柏崎市内浸水状況
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お お つ ぼ よ う す い せ き

大坪用水堰改築事業の完成 
～神通川支川井田川の治水安全度向上～ 

神通川水系井田川（富山県富山市） 

 

１．事業の概要 

１）目 的 
 昭和４１年に設置された大坪用水堰（農業用取水堰）は、神通川支川井田川の扇状地の

扇頂部に位置し、治水上重要な箇所に設置されていますが、堰高が高く、かつ固定堰のた

め洪水流下の支障となっています。 
 そのため、流下能力の向上を図ることを目的に現固定堰を可動堰に改築するものです。 
  改築にあたっては、富山市（旧八尾町）で実施する「まちづくり総合支援事業」と連携

を図りながら実施しています。 
 

２）全体計画 
    堰改築 １基、築堤護岸 800m 等 

２．事業の経緯 

  平成14年度に「特定構造物改築事業」に採択され、改築事業に着手し、平成15年度より堰

本体工に着手しています。 

３．平成18年度事業の内容 

   平成18年度は、築堤及び旧堰撤去を実施し、事業を完成させます。 

 

 

 

 

 

 

 

改築中の大坪用水堰（H17.3月） 

井
田
川

JR高山本線

新大坪用水堰

現堰

井
田
川

JR高山本線

新大坪用水堰

現堰
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富山平野を守る白岩砂防えん堤保全対策の推進
～白岩砂防えん堤左岸盛土部補強対策工の着手～

常願寺川水系湯川（富山県富山市・中新川郡立山町）

１．事業の概要

１）目的

立山砂防の基幹えん堤であり、日本一の落差を持つ白岩砂防えん堤（副えん堤７基を含め１０

８ｍ）は、昭和４４年洪水をはじめとする幾多の洪水時に土砂流出を抑制する機能を発揮し、富

山平野を土砂災害から守ってきました。しかし、完成後約６０年を経過し、右岸山腹の崩壊が著

しくなってきたこと、また、現行基準に適合した安全な施設とするため、白岩砂防えん堤保全対

策の検討を行い、平成１１年度から右岸部斜面岩盤補強対策工事に着手し、平成１７年度に完成

させ、平成１８年度からは左岸盛土部対策に着手します。

事業の実施にあたっては、白岩砂防えん堤が国の登録有形文化財になったこと等を鑑み、砂

防えん堤並びに周辺環境を損なうことがないよう、最新の技術を導入し保全対策の推進に努めて

いきます。

２）全体計画

保全内容 （１）右岸岩盤崩落による水通し部閉塞の防止

（２）左岸盛土部の補強対策

（３）白岩砂防えん堤本体の安定性確保

２． 事業の経緯

平成１０年度 右岸部斜面岩盤補強対策工事に着手

平成１１年度 第１期工事として第１・第２トンネル掘削工事に着手

平成１２年度 右岸部斜面補強対策アンカー工に着手

平成１５年度 第２期工事に着手、引き続きアンカー工の推進

平成１７年度 右岸部斜面補強対策工事完了

３．平成１８年度事業の内容

平成１８年度は、左岸盛土部対策に着手します。

左岸盛土部対策の概要

・盛土工

・集水井工

白岩砂防えん堤左岸盛土部補強対策
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利賀ダム 工事用道路を推進 
富山県南砺

なんと

市 
 

1.事業の概要 
1）目的 

① 洪水調節 

（ダム地点の基本高水流量 770m3/s のうち、500 m3/s の洪水調節を行う。） 

② 河川環境の保全のための流量確保 

（庄川本川及び支川である利賀川の既得取水の安定化等のための流量確保。） 

③ 工業用水の供給 

（富山県に対し､最大 8,640 m3/日の工業用水を供給する。） 

2）ダム諸元 

○ダム形式：重力式コンクリートダム   ○ダ ム 高：110.0m 

○堤 体 積：約 70 万 m3              ○総貯水容量：3,110 万 m3 

 

2.事業の経緯 
○平成元年度   実施計画調査着手 

  ○平成 5年度    建設事業着手  

○平成 6年 11 月   基本計画告示 

○平成 10 年 3 月  利賀ダム工事用道路と国道４７１号利賀バイパス合併施行 

に関する基本協定締結（局長―富山県知事） 

  ○平成 10 年 10 月  工事用道路着手 

○平成 14 年 12 月 貯水池補償基準の合意 

○平成 15 年 9 月  水没家屋の生活再建地への移転完了                       

   

3.平成 18 年度事業の内容 
 ダム本体工事に必要な工事用道路整備及び必要な用地補償を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ダムサイトを下流より望む 
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舟川
ふなかわ

生活貯水池の本体工に着手 
～洪水から地域を守り、豊かな暮らしを支える～ 

舟川生活貯水池（富山県入善
にゅうぜん

町） 
 

1.事業の概要 
1）目的 

① 洪水調節 

（ダム地点の基本高水流量 45m3/s のうち、25 m3/s の洪水調節を行う。） 

② 流水の正常な機能の維持 

（既得用水の補給を行なう等、流水の正常な機能の維持の増進を図る。） 

③ 消雪用水 

 （入善町に対し、新たに最大 0.247m3/s の消雪用水の取水を可能とする。） 

 

2）ダム諸元 

○ダム形式：重力式コンクリートダム     ○ダ ム 高：49.8m 

○堤 体 積：70 千 m3                   ○総貯水容量：600 千 m3 

 

2.事業の経緯 
○平成 5年度    建設事業着手 

○平成 18 年度     ダム本体工事着手 

○平成 24 年度     完成予定 

 

3.平成 18 年度事業の内容 
 仮排水路及びダム本体に係る掘削に着手し、本体工の促進を図ります。 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

下流から上流を望む(平成 17 年 5 月撮影) 

ダムサイト 
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かけはしがわ

梯川重点区間改修事業の推進 

～大規模引堤による治水安全度の向上～ 

梯川水系梯川（石川県小松市） 

 

１．事業の概要 

１）目 的 
 梯川水系梯川は小松市街地を貫流する都市型河川であり、氾濫域に人口、資産等が集中

しており、また流下能力が大きく不足しているため、氾濫による被害は甚大なものが予想

されます。 

   このため治水安全度の向上を目的に、特に流下能力が不足している河口から1.0km～6.0

km迄（前川合流点～鍋谷川合流点間）を重点改修区間と位置付け、下流部より順次引堤に

よる堤防整備を行っています。 
   また改修区間には、小松天満宮（国指定重要文化財）が存在し地域のシンボルとなって

いることから、現位置での保存を図る分水路方式による河川整備を行います。 
 

２）全体計画 
    築堤、旧堤撤去、附帯施設改築、分水路整備 等 

２．事業の経緯 

平成８年度の着手以降、河川改修に必要な用地取得，補償や引堤による堤防整備を実施し

ています。 

３．平成18年度事業の内容 

   引き続き、重点改修区間である小松地区の堤防整備（引堤）を推進するため、用地買収、

附帯施設の改築等を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧堤

梯

川

引堤による堤防整備

九竜橋川排水機場

小松天満宮(分水路改修)

旧堤

梯

川

引堤による堤防整備

九竜橋川排水機場

小松天満宮(分水路改修)

旧堤

梯

川

引堤による堤防整備

九竜橋川排水機場

小松天満宮(分水路改修)

旧堤

梯

川

引堤による堤防整備

九竜橋川排水機場

小松天満宮(分水路改修)

改修の進む梯川（H17年4月）
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直轄石川海岸（小松工区）の事業推進
～安全で快適な海岸の保全と創出～

石川海岸（石川県小松市）
こ ま つ し

１．事業の概要
１）目 的

小松海岸、片山津海岸は石川県の小松市、加賀市にわたる海岸で、侵食が著しく、毎年のように

護岸等の被災を受けています。

そのため、小松海岸、片山津海岸を平成１６年６月に直轄石川海岸の区間として延伸、平成１６

年度より直轄工事に着手し、抜本的な侵食対策を行っています。

２）全体計画（小松工区）

人工リーフ15基、養浜475,000m3

２．事業の経緯
平成１６年度より直轄による海岸保全施設整備に着手し、小松工区において１基目の人工リーフ

に着手しています。

３．平成18年度事業の内容

平成18年度は小松工区において、１基目の人工リーフを完成させ、２基目の人工リーフを

推進します。

小松工区の状況（平成17年8月撮影）

小松空港

北
陸
自
動
車
道

１基目人工リーフ

２基目人工リーフ

小松空港

北
陸
自
動
車
道

１基目人工リーフ

２基目人工リーフ

小松工区

石川海岸

位置図

小松工区

石川海岸

小松工区

石川海岸

位置図
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柳谷上流砂防えん堤群の推進
や な ぎ だ に じ ょ う り ゅ う

～先端技術を駆使した完全無人化施工～

手取川水系柳谷（石川県白山市）

１．事業の概要

１）目 的

手取川最上流部の柳谷に位置する柳谷第3号、第6号砂防えん堤は、甚之助谷砂防えん堤群の

基幹えん堤です。平成4～7年の度重なる出水により、これらの砂防えん堤が倒壊する危険性が

生じたため、砂防えん堤の補強を行い甚之助谷砂防えん堤群によって抑制・扞止されている膨

大な堆積土砂の流出防止を図ることを目的として、導流落差工及び既設砂防えん堤嵩上げ工を
どうりゅうらくさこう

実施します。

工事箇所は急峻で土石流や落石の危険が大きい河床内であり、非常時における避難時間の確

保が困難な現場であるため、無人化工法を採用し工事の安全確保を図ります。

２）全体計画

導流落差工：高さ60ｍ（落差工11段、床固工1基 、延長129ｍ）

既設えん堤嵩上げ工：2基（柳谷第21号、24号堰堤）

２．事業の経緯

平成8～9年度 柳谷第3号、第6号えん堤を災害復旧

平成9年度 無人化施工による導流落差工に着手

平成16年度 平成14～15年度にかけて技術開発した日本初の大型無人クレーンによる完全

無人化施工に着手

３．平成18年度事業の内容

導流落差工の左岸側は落石・崩壊の危険が高いため、大型無人クレーンによる完全無人化施

工により工事を推進します。また、柳谷第21号えん堤において嵩上げ工を推進します。

Ｈ4年の出水による柳谷第3号、

第6号砂防えん堤の被災状況

導流落差工の施工状況
無人化施工の状況

無人クレーン
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粟
あわ

津
づ

川緊急対策特定区間を設定 
～放水路により浸水被害を軽減します～ 

梯川水系粟津川（石川県小松市） 
 

1.事業の概要 
1）目的 

 粟津川は石川県小松市の粟津温泉の中心市街地を貫流しています。市街地では川幅

が小さく、屈曲箇所が多くあるため、浸水被害が頻発しています。 

近年では平成１０年９月の台風７号により床下浸水４７戸、平成１６年１０月の台

風２３号でも浸水被害が発生しています。 

このため、抜本的な浸水被害対策として粟津温泉の上流部からトンネルにより放水

路を設置し浸水被害の軽減を図ります。 

事業実施にあたり、緊急対策特定区間を設定し、平成 23 年度までに優先的に事業

を進めます。 

 

2）全体計画 

   放水路工 Ｌ＝１，１９０m（うちトンネル工 Ｌ＝８６１m） 
    現川改修 Ｌ＝４１０m（上流部：１８０m、下流部：２３０m） 

 橋梁架替 Ｎ＝３橋、用地補償 Ａ＝１２，０００㎡ 

 

2.事業の経緯 
 昭和５８年度から河川改修事業に着手 
平成１８年度 放水路事業を「緊急対策特定区間」として着手 

 

3.平成 18 年度事業の内容 
 事業実施のための詳細設計、用地買収等を実施します。 

 

 

 

 
    

位 置

図

粟津川 

緊急対策特定区間 
L=1,600m 

粟津温泉街 

日用川 

粟津川（旧川） 

粟津川放水路 
Ｌ＝１，１９０ｍ

浸水状況 
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横川ダム 本体コンクリート打設を完了 

山形県
やまがたけん

西置賜郡
にしおきたまぐん

小国町
おぐにまち

 
 

1.事業の概要 
1）目的 

① 洪水調節 

（ダム地点の基本高水流量 880m3/s のうち、570 m3/s の洪水調節を行う。） 

② 河川環境の保全のための流量確保 

（ダム地点下流横川及び荒川沿川の既得取水の安定化等のための流量を確保する。） 

③ 工業用水の供給 

（小国町に対し､最大 7,000 m3/日の工業用水を供給する。） 

④ 発電 

（横川ダムの建設に伴い､新設される横川発電所において､最大出力 6,300kw の発電

を行う。） 

2）ダム諸元 

○ダム形式：重力式コンクリートダム   ○ダ ム 高：72.5m 

○堤 体 積：約 25 万 m3                 ○総貯水容量：2,460 万 m3 

 

2.事業の経緯 
  ○昭和 62 年度    実施計画調査着手 

  ○平成 2年度      建設事業着手 

  ○平成 3年 3月     基本計画告示 

  ○平成 3年 12 月   補償基準妥結 

  ○平成 15 年 3 月    横川ダム本体建設工事着手 

  ○平成 16 年 6 月   横川ダム本体コンクリート初打設 

  ○平成 17 年 5 月   定礎式 

  ○平成 17 年 6 月   基本計画変更告示 

 

3.平成 18 年度の実施内容 
 ダム本体コンクリート打設を完了させるとともに、放流設備を設置します。また、ダ

ム管理所など管理用設備の整備を推進します。 

ダム本体コンクリート打設中の横川ダムサイト 

（上流からダムサイトを望む：平成 17 年 12 月撮影） 
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滝 坂 地 す べ り 対 策 事 業 の 推 進
～大規模地すべりから阿賀野川流域を守る～

阿賀野川（滝坂地区 （福島県耶麻郡西会津町））
やまぐん にしあいづ

１．事業の概要

１）目 的

阿賀野川水系阿賀川に接する滝坂地すべりは、面積約１５０ｈａ、推定地すべり移動土
あ が の が わ あ が が わ たきさか

塊量約４８００万ｍ であり、日本有数の大規模地すべりです。地すべり活動が活発化す３

ると、その移動土砂が阿賀川を閉塞し、沿川に浸水被害などをもたらす懸念があるため、
あ が が わ

阿賀野川流域の治水上重要な箇所となっています。
あ が の が わ

このため、平成８年度より直轄事業として着手し、地すべりを発生させる誘因となる地

下水を排除するための排水トンネル工や集 水 井等の整備を進めています。
しゅうすいせい

２）全体計画

事業計画：排水トンネル、集水井、排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ、集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ等

２．事業の経緯

平成８年度 直轄事業として着手

平成11年度 下沢の目集水井群対策完了

平成14年度 大石出口集水井群対策完了

平成17年度 松坂地区排水トンネル工に着手

３．平成18年度事業の内容

優先度の高い松坂地区等の排水トンネル工や集水井群をはじめとした地すべり対策を促

進します。 また、危機管理対策として、光ファイバーセンサーやＧＰＳ観測機器等の

ＩＴ防災情報基盤整備による地すべり監視の充実等を図り、ハードとソフトによる地すべ

り対策を実施します。

ＧＰＳ観測装置

滝坂地すべりを上空より望む
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千曲川：立ヶ花下流部無堤地区対策を推進 
～安心して暮らせる川づくり 

無堤地区の解消に向けて事業推進～ 
長野県中野市 

 

１．事業の概要 
 １）目 的 

千曲川の立ヶ花下流部は川幅が狭く、無堤・弱小堤が連続しており洪水を安全に流すこ

とができないため、昭和56年、57年、58年と連続した大出水では、甚大な浸水被害が生じ

たことから、同規模の洪水を安全に流すことを目的に、無堤地区対策を計画的に実施して

います。 

平成16年10月20日の台風23号出水では、現在無堤地区対策を実施中の箇所においても浸

水被害が発生したことから、再度災害防止に向けて対策を推進しています。 

 ２）全体計画 

柳沢地区：築堤760m、樋門１基 

替佐地区：築堤1,450m、樋門３基 

 

２．事業の経緯 
  整備にあたっては、甚大な浸水被害が想定される家屋連担箇所を中心に築堤を実施してき
ており、全体 12 箇所のうち平成 16 年度までに６箇所が概成しています。 

  中野市柳沢地先については平成 14 年度に着手、中野市（旧豊田村）替佐地先については平

成 10 年度に着手し、現在事業を実施しています。 

 

３．平成１８年度事業の内容 
 平成 18 年度は、築堤等を実施し、早期完成にむけて事業を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立ヶ花無堤部

H16年10月台風23号 
千曲川の出水状況 

千曲川

夜間瀬川

長野県中野市柳沢地区 

【撮影：H16.10.21】 

千曲川

計画堤防法線

堤防整備済み区間
JR飯山線

国道１１７号

千曲川

計画堤防法線

堤防整備済み区間
JR飯山線

国道１１７号

長野県中野市（旧豊田村）替佐地区 
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緑の渓流を再生する浦川渓岸山腹工の推進
け い り ゅ う う ら か わ け い が ん さ ん ぷ く こ う

～急峻な斜面での無人化施工～

姫川水系浦川（長野県北安曇郡小谷村）
き た あ ず み ぐ ん お た り む ら

１．事業の目的

１）目 的

浦川流域は、風吹岳、稗田山を水源とする流域面積22km2の荒廃河川です。流域内は火
うらかわ かざふきだけ ひ え だ や ま

山堆積物や来馬層からなる極めて脆弱 な地質で、明治44年に大災害を引き起こした「稗
く る ま そ う ぜいじゃく

田山の大崩壊」があり、過去、幾多の土石流により多大な被害が発生したほか、平成７年

、 、 、 。７月出水では 大量の土砂が姫川本川に流出し 鉄道 道路や民家に被害が発生しました

このため、Ｈ１４年度より浦川渓岸山腹工に着手し、土砂生産源となっている渓岸斜面

の崩壊を防止し、浦川への土砂流出抑制と流路の安定を図るものです。

また、工事箇所は急峻かつ狭隘 な河床内であり、斜面崩落、土石流の危険性が大きく
きょうあい

非常時における避難が困難な現場であるため、斜面での作業は無人化による工法により工

事中の安全確保を図ります。

２）全体計画

事業計画：山腹工、渓岸工

２．事業の経緯

平成１４年度 山腹工に着手。

無人機械による施工状況３．平成１８年度事業の内容

平成１８年度は引続き山腹工を整備推進します。

浦川の渓岸斜面の崩壊状況 緑化後のイメージ図
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平湯川砂防樹林帯の施工状況 

平湯川の植生状況 

観光振興に資する平湯川砂防樹林帯の推進 

～みどりを活用した砂防事業の推進～ 

神通川水系平湯川（岐阜県高山市） 

 

１． 事業の目的 

1) 目的 
砂防樹林帯は、川の中にある樹木の力により、洪水の時に土砂が流れないように、また上流から流

れてきた土砂が止まるように計画します。 

平湯川では、この良好な自然の木々をそのまま樹林帯として取り組み、現在の自然を可能な限り保

全しながら、上流の「しのぶ砂防えん堤」と一体となった、自然環境を活かした砂防施設として整備

するものです。 

現在の堤防では、大洪水の際には土砂が堆積すると、下図に示したように溢れてしまいます。そこ

で、現在の堤防の背後に新しく導流堤を建設し、河幅を広げることによって、大洪水時に土砂が堆積

しても氾濫することが無くなり、地域住民や観光客の安全が図られます。 

 

2) 全体計画 
事業計画：流路延長 1500m、床固工、帯工、導流堤 

 

２． 事業の経緯 

平成 10 年度 事業着手 

平成 17 年度 帯工 3基完成、導流堤（958m）完成 

 

３． 平成 18 年度事業の内容 

平成 18 年度は、帯工の整備を推進します。 

 

平湯樹林帯計画箇所 

砂
防
樹
林
帯 
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一般国道４０５号 前倉
まえくら

～見
み

玉
たま

（防雪対策） 

新潟県中魚沼郡
なかうおぬまぐん

津南町前倉
つなんまちまえくら

～見
み

玉
たま

 

 

1.事業の概要 

一般国道４０５号は、群馬県吾妻郡
あがつまぐん

六合村
く に む ら

を起点とし、新潟県上越
じょうえつ

市に至る延長約１

２４ｋｍの幹線道路です。 

当該区間は、新潟県内有数の豪雪地帯で、平成８年度に実施した道路防災総点検において「要対策」

箇所となっていますが、雪崩対策が未整備であるため通勤・通学等日常生活で利用する地域住民が雪

崩の恐れにより危険な状況におかれています。今冬は観測記録を更新する豪雪となり雪崩発生の危険

による全面通行止めにより、新潟県５集落、長野県５集落が一時孤立状態となりました。 

このため、スノーシェッド、雪崩予防柵等を整備することにより、雪崩危険箇所の緩和を図り、安

全で円滑な冬期交通確保に資するものです。 

 

2.事業の経緯 

  平成１６年度に事業着手し、１７年度までに前倉
まえくら

地区にスノーネット（雪止め網）を

設置しました。 

 

3.平成 18 年度事業の概要 

  平成１８年度は「平成１８年豪雪」での雪崩危険箇所である清水
し み ず

川原
が わ ら

地区のスノーシ

ェッド工整備を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18年度整備予定箇所（清水
し み ず

川原
が わ ら

地区）

新潟市

長岡市

上越市

事業箇所

位 置 図

津南町前倉～見玉 
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一般国道１７号 二居
ふ た い

大橋震災対策事業 

新潟県南魚沼郡湯沢町二居
みなみうおぬまぐんゆざわまちふたい

 

１．事業の概要 

 一般国道１７号は、東京都中央区を起点とし、中核都市を連絡し、新潟県長岡市を経て同

県新潟市に至る、首都と新潟市を結ぶ延長約３５０ｋｍの主要幹線路線であり、新潟が策定

した「緊急輸送道路ネットワーク計画」に、第一次緊急輸送道路として位置づけられていま

す。 

 新潟県南魚沼郡湯沢町二居
みなみうおぬまぐんゆざわまちふたい

に位置する二
ふた

居
い

大橋は、一級河川二
ふた

居
い

川と地蔵堂
じ ぞ う ど う

川を横架し、

日交通量約１万４千台/日を支える橋梁で地震で被災した場合、緊急輸送路の分断及び復

旧・救急・消防活動および経済活動に重大な支障をきたす恐れがあることから早急に橋脚の

補強などの震災対策を行い耐震性の向上を図る必要があります。 
 
２．事業の経緯 

近年頻発している地震に備え、震災時の緊急輸送道路を確保するため、橋梁の耐震補強を

概ね３箇年で対策完了とする「橋梁耐震 3 箇年プログラム（平成 17～19 年度）」に基づき、

重点的に対策を進めています 
 
３．平成 18 年度事業の内容 

   平成 18 年度は二
ふた

居
い

大橋の橋脚補強及び落橋防止装置の設置工事を実施し、耐震性の向上を

図ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置図 

当該箇所 

L=190m 

対 策 箇 所 対 策 箇 所
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一般国道１１３号新川口橋震災対策事業 

新潟県岩船郡
い わ ふ ね ぐ ん

関川村
せ き か わ む ら

上関
か み せ き

 

１．事業の概要 
 一般国道１１３号は、新潟県新潟市を起点とし、福島県相馬市に至る延長約２３５ｋｍの     

主要幹線路線であり、新潟県が策定した「緊急輸送道路ネットワーク計画」に、第一次緊急

輸送道路として位置づけられています。 
 新潟県岩船郡

いわふねぐん

関川村
せきかわむら

上関
かみせき

に位置する新
しん

川
かわ

口
ぐち

橋は、一級河川大石
おおいし

川を横架し、日交通量約８

千台/日を支える橋梁で、地震で被災した場合、緊急輸送路の分断及び復旧・救急・消防活

動および経済活動に重大な支障をきたす恐れがあることから早急早に橋脚の補強などの震

災対策を行い耐震性の向上を図る必要があります。 
 
２．事業の経緯 

近年頻発している地震に備え、震災時の緊急輸送 
道路を確保するため、橋梁の耐震補強を概ね３箇年 
で対策完了とする「橋梁耐震 3 箇年プログラム 
（平成 17～19 年度）」に基づき、重点的に対策を進 
めています。 

 
３．平成 18 年度事業の内容 

   平成 18 年度は新川
しんかわ

口
ぐち

橋の橋脚補強及び落橋防止装置 
の設置工事を実施し、耐震性の向上を図ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 新潟 至 山形

至 山形 

至 新潟

位置図 当該箇所 

大石川

←大石川 

対 策 箇 所 

L=120.2m 
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一般国道８号 茅蜩
ひぐらし

橋震災対策事業 

富山県小矢部市
お や べ し

坂又
さかまた

～西中野
にしなかの

 

１．事業の概要 
 一般国道８号は、新潟県新潟市を起点とし、日本海側の中核都市を連絡し、京都府京都市

に至る延長約５７０ｋｍの日本海側唯一の主要幹線路線であり、富山県が策定した「緊急輸

送道路ネットワーク計画」に、第一次緊急輸送道路として位置づけられています。 
 富山県小矢部市

お や べ し

坂又
さかまた

～同市西中野
に し な か の

に位置する茅蜩
ひぐらし

橋は、一級河川小矢部
お や べ

川を横架し、

小矢部
お や べ

バイパスの日交通量約１万４千台/日を支える橋梁で地震で被災した場合、緊急輸送

路の分断及び復旧・救急・消防活動および経済活動に重大な支障をきたす恐れがあることか

ら早急に橋脚の補強などの震災対策を行い耐震性の向上を図る必要があります。 
 
２．事業の経緯 

近年頻発している地震に備え、震災時の緊急輸送道路を確保するため、橋梁の耐震補強を

概ね３箇年で対策完了とする「橋梁耐震 3 箇年プログラム（平成 17～19 年度）」に基づき、

重点的に対策を進めています 
 
３．平成 18 年度事業の内容 

平成 18 年度は茅蜩橋
ひぐらしはし

の橋脚補強工事を実施し、耐震性の向上を図ります。 
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バリアフリー対策の推進
一般国道１５９号 子浦自転車歩行者道

し お じ て ん し ゃ ほ こ う し ゃ ど う

石川県羽咋郡宝達志水町
い し か わ は く い ほ う だ つ し み ず ち ょ う

１．事業の概要

宝達志水町子浦地区は、家屋連担部で自転車歩行者の利用が多く（歩行者 60
ほ う だ つ し み ず ち ょ う し お

人 /12h、自転車 50台 /12h 、 通学路にも指定されていますが、歩道の未整備、）

幅員狭小区間となっています。

本事業は、誰もが安心して利用できるバリアフリー化された歩道空間を確保

すると共に、子浦交差点において右折車線を設置し道路の安全性を高め、死傷
し お

事故抑止を目的とした道路延長約０．６ｋｍ（上下線で約１．０ｋｍ）の事業

です。

２．事業の経緯

本事業は、平成１７年度から新規事業着手し、地元協議及び用地調査を鋭意

進めています。

３．平成１８年度事業の内容

平成１８年度は用地買収に着手するとともに、一部工

事に着手します。

現況写真

石川県

159

159
160

8 157

要望箇所

位置図

　● 現況道路断面図（総幅員 約8.0m）

歩道　  車道 　　　車道 路肩

1.00～1.50m  3.00m 　　　　3.00m　 0.75m

センター
ライン

路肩

0.25m

● 自歩道計画断面図（総幅員 W=13.0m）

 自歩道　 車道 車道 自歩道

2.50m 3.25m 3.25m 2.50m

● 交差点計画断面図（総幅員 W=16.0m）

　 自歩道　 車道 右折レーン 　　車道　  自歩道　　　

　 　2.50m 3.25m 3.00m 3.25m　 2.50m  　

車線の方向が逆の場合は、センターラインは点線の位置になる

センター
ライン

センター
ライン

路肩

0.75m

路肩

0.75m

路肩

0.75m

センター
ライン

路肩
0.75m

子浦自歩道
Ｌ＝５６０ｍ

子浦自歩道
Ｌ＝４６０ｍ

志雄

中学校

志雄

病院

志雄

小学校

至 七尾市
至 金沢市

子浦交差点

（県道整備

計画あり）

荻市

交差点

平面図

子浦北

交差点

狭 小 な 歩 道
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交通事故対策の推進
一般国道１５７号 堀内北交差点改良

ほ り う ち き た こ う さ て ん か い り ょ う

石川県石川郡野々市町
いしかわ いしかわ の の い ち

１．事業の概要

堀 内 北交差点改良は、右折車線がないことから右折待ち車両への追突や無理な右折に
ほりうちきた

よる出会い頭事故と、車線区分線のない狭幅の片側２車線部で接触事故等が多発（年平

均死傷事故件数：１３件）しています。また、交差点部における右折車両の滞留に起因

する交通渋滞も発生しています。

このため、右折車線の設置と車道幅員の拡幅により、死傷事故の軽減及び交通渋滞の

緩和を目的とした延長約０．４ｋｍの事業です。

２．事業の経緯

本事業は、平成１７年度に事業着手し、設計・協議、地元説明を実施しました。

３．平成１８年度の要求内容

平成１８年度は、平成１９年度からの工事着手に向けて、用地買

収を進めます。

【平面図】

【横断図】

現況 計画

　車線境界線・右折車線のない、幅狭の片側２車線道路。
　交差点右折待ち車両への追突事故や、後続車のプレッシャー
から無理な右折による出会い頭事故が多発。

　車線境界線のない、狭幅の片側２車線道路。
　追い抜き時の接触事故や、沿道への出入り時の追突・接触事故が多発。

至 金沢市街

至 国道８号

４車線化
整備済み区間

富山県

福井県

岐阜県

位置図

横宮自歩道
8

157

159

8

156

160

堀内北交差点改良

● 自歩道計画横断面図【交差点部】（総幅員 ２２．０m）

自歩道　 右折車線
3.00m 3.00m 3.00m 3.00m

車道路肩
0.5m

● 現況横断面図【標準部】（総幅員 約１５m）

自歩道　
1.50m 5.40m

車道 センターライン路肩
0.25m
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新潟港海岸（西海岸地区）侵食対策事業の整備推進 
～地域住民を守り、憩いの場としての海岸を創出～ 

新潟港海岸（新潟県新潟市） 
 
 
１．事業の概要 
１）目 的 

  新潟港海岸（西海岸地区）は、著しい侵食傾向にある海岸であったことから侵食対策工

事が行われてきました。しかし、日本海側特有の冬季風浪により施設前面の海底が侵食さ

れ崩壊の危険があったことから、恒久的な対策と併せて快適で潤いのある海岸環境の創出

を目的とした「面的防護工法」により整備を行っています。以来、「国土保全」という観

点から着々と整備が進んでいます。一方、市民からは過去に失われた白砂青松を蘇らせ、

「憩いの場としての海岸」を創出することへの強い要望があることから、「ふるさと海岸

整備事業」として快適な海岸空間の創出に向けて事業を進めています。 

 
２）全体計画 

国土交通省：離岸堤（潜堤）、突堤、護岸（養浜）：昭和６１年度～平成２８年度 
 

２．事業の経緯 
  昭和６１年度に大規模な面的防護工法の先駆として直轄による「侵食対策事業」に着手。 

 平成７年度には快適な海岸空間の創出に向けた「ふるさと海岸整備事業」に認定。 

 

３．平成１８年度事業の内容 
  離岸堤（潜堤）、突堤、護岸（養浜）の整備推進を図ります。 

 

 

 

離岸堤（潜堤） 護岸（養浜）

突 堤  

市 街 地

新潟港海岸（西海岸地区） 

新潟西港 

にぎわう砂浜 

親水性の高い突堤 
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耐震強化岸壁（旅客船ターミナル）の整備促進 
七尾港：石川県七尾市 

 

１．事業の概要 

 大規模地震発生時における緊急物流機能の確保や住民の避難、緊急物資輸送に対処す

るために既存施設の耐震化を行い、併せて観光やレクリエーションの拠点とするため旅

客船ターミナル(水深 7.5m)として整備を行います。 

 

２．事業の経緯 

 平成 7年度に事業着手。 

 

３．平成１８年度事業の内容 

 引き続き、鋼管杭工、本体工及び地盤改良工の施工を進め、整備促進を図ります。 

 

 

 

七尾港旅客船ターミナル イメージパース 
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福井港海岸（福井地区）侵食対策事業の整備推進 
～国民の生命・財産を守る海岸防護機能を確保～ 

福井港海岸（福井県福井市、坂井市） 
 
 
１．事業の概要 
１）目 的 
  福井港海岸では、既存護岸前面で侵食が生じており、越波による被災及び護岸背後の陥

没被災が続いています。あわせて、護岸背後地の地盤が「液状化する」との結果になった

ことなど現状施設は非常に危険な状態となっております。 

このため、万が一にでも海岸護岸が倒壊するような事態が発生した場合は、背後の重要

施設のみならず、周辺海域・海岸を含む広範囲に甚大な被害を及ぼす恐れがあります。 

こうしたことから、国民の生命・財産を守り国土保全を図ることを目的として、国によ

る侵食対策、液状化対策を行います。 

 
２）全体計画 
国土交通省：離岸堤（潜堤）、護岸（改良）：平成１６年度～平成２９年度 

 

２．事業の経緯 
  平成 16 年度に直轄による「侵食対策事業」に着手。 

 

３．平成１８年度事業の内容 
  平成 18 年度は、離岸堤（潜堤）及び既設護岸の改良の整備推進を図ります。 

 

 

 

護岸2,600m

離岸堤2,140m

護岸2,600m

離岸堤2,140m

福井港海岸（福井地区） 

多数の陥没が継続して発生

冬季風浪による越波状況
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耐 震 強 化 岸 壁 の 整 備 促 進 
敦賀港：福井県敦賀市 

 
１．事業の概要 

大規模地震発生時における緊急物資輸送、緊急物流機能の確保に対処するために、敦賀市

の市街地からのアクセスが容易であり、避難地として利用できる金ヶ崎緑地に隣接する蓬

莱・桜地区の既設岸壁(-5.5m)の耐震化を図ります。 

 

２.事業の経緯 

平成 16 年度より事業着手、平成 17 年度に現地着工し、整備を促進しています。 

 

３.平成１８年度事業の内容 

引き続き、岸壁改良の整備を促進し事業を完成させます。 

 

 
敦賀港の現況(平成 15 年 10 月撮影) 

岸壁(-5.5m)(改良) 

金ヶ崎緑地＜供用 H15.3＞ 
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まちなか回帰と防災性・利便性の高い中心市街地の創造 

長岡市中心市街地地区（新潟県長岡市） 

 
１．事業の概要 

 （１）目 的 

長岡市中心市街地地区は、まちなか回帰の促進、防災性と利便性の高い中心市街地の

創造を目標としたまちづくりを進めており、防災性を備えた都市施設の整備、都市型住

宅整備、空き店舗活用等により、まちに交流人口の増加を図ります。 

 
 （２）計画概要 

    事業主体：長岡市 

    計画区域：９３ｈａ 

    基幹事業：大手口駅前広場（東西自由通路、地下通路、バスターミナル）、 

         大手口地下自転車駐車場、大手通中央東地区第１種市街地再開発事業、 

まちなかにぎわい交流センター（仮称）、長岡市公会堂（仮称） 

屋根付きの宝田公園整備 他 

提案事業：交通対策事業（バス路線の利便性向上のための社会実験） 

     まちなかキャンパス（仮称）事業調査 

     まちなか子育て施設整備 他 

２．平成１８年度の事業内容 

  平成１８年度は、より有効な路線バス事業を構築するための社会実験や東西自由通路の設

計等を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡市中心市街地地区整備イメージ 
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緊急輸送道路の通行確保 

～住宅・建築物耐震改修等事業 緊急輸送道路沿道建築物の耐震化～ 

（石川県 金沢市） 

 

１．事業の概要 

金沢市中心部を横断する国道 157 号は、地域間相互の連携のための重要路線として緊急輸送

道路に位置付けられています。緊急輸送道路沿道の建築物について耐震改修を行い、地震時

における緊急輸送道路及び避難路としての機能を確保するものです。 

 

〈事業計画〉 

補助主体 ： 金沢市    事業主体 ：民間事業者 

対象建築物： 民間オフィスビル 1 棟 

構造規模 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造 地上９階、地下１階 

建物高さ ： 約４３ｍ（塔屋含む） 

建築面積 ： 約７７０㎡ 

延床面積 ： 約８，７００㎡ 

 

２．事業の経緯 

平成１８年度  耐震改修工事 

 

３．平成１８年度の事業内容 

防災都市機能の強化を目的に緊急輸送道路沿道の当該建築物の耐震改修工事を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急輸送道路 
（国道 157 号 幅員 22ｍ)
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バリアフリー改修の推進 
－ 身体障害者対応エレベーターの設置 － 

高田税務署（新潟県上越市） 
 
 
１． 事業の概要 

既存官庁施設のバリアフリー化を図るため、窓口業務を行う官署が入居する庁舎に身体障害

者対応エレベーター等の設置を行い、高齢者、身体障害者等を含む全ての人が利用しやすい官

庁施設の整備を推進します。 
 
 
 

２．平成１８年度事業の内容 
  高田税務署に身体障害者対応エレベーター等の設置を行います。 
 
 
    

 
身体障害者対応エレベーターの設置を予定している高田税務署 
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災害対策用機械の増強配備 

～大規模災害に備えた機械の整備推進～ 

 

１． 事業の目的 

平成 16 年の新潟･福島豪雨災害（7･13 水害）及び同年 10 月の新潟県中越地震など大規模災害をふ

まえ、災害対策用機械を増強配備します。 

災害対策用機械のうち、大規模災害での現地対応として特に必要となる排水ポンプ車と照明車の整

備を推進します。 

 

２． 事業の経緯 

平成 17 年度までの配備状況（北陸地整管内の防災センター及び事務所配備） 

 ・排水ポンプ車 20 台         ・照明車 15 台           ・対策本部車 4 台 

 ・衛星通信車 4 台           ・待機支援車 6 台        ・情報収集車 4 台 

 ・遠隔操縦式バックホウ 3 台  ・遠隔操縦式クレーン 1 台 

 

３． 平成 18 年度事業の内容 

平成 18 年度は、排水ポンプ車 3台と照明車 3台を増強配備します。 

 

 

 

 

排水ポンプ車（３０m3/min級） 照明車（12kW級） 

７･１３水害での排水活動における排水ポンプ車 

（長岡市富島） 

（三条市北四日市）

新潟県中越地震での救出活動における照明車 
（長岡市妙見町） 

60



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




